
第4次地震被害想定を踏まえた緊急防災対策、世界文化遺産登録を受けての三保松原の環境整備、

子育て支援、自転車によるまちみがき推進などの課題解決のための予算を編成

★加速化計画に基づく小規模保育施設整備（６か所）への助成

（9,000万円）

★風しん予防接種費への助成（6,286万円）

★津波避難施設（1基）の追加整備 （2億9,404万円）
★防火用貯水槽（10基）の追加整備（1億3,600万円）
★中学校武道場（4か所）の吊天井の撤去改修工事等
（1億2,532万円）

★避難地として街区公園の整備（1億1,876万円）
★広域活動拠点施設として消防ヘリポートの整備（4,872万円）
★DMAT（災害派遣医療チーム）の発足に伴う使用資機材等
の整備（3,120万円）
★河川・水路の緊急修繕等（7,346万円）

★羽衣公園（避難地兼駐車場）の整備（10億3,548万円）
★三保松原ガイダンスブースの設置（1,827万円）
★観光案内標識の表記統一等（2,421万円）
★登録にあわせた「るるぶ静岡市特別編集号」の改訂・増刷

（719万円）
★水上バス「ちゃり三保（さんぽ）号」の運航延長（309万円）
★三保松原特設ウェブサイトの制作（100万円）
★自転車走行空間ネットワーク整備計画の策定（890万円）
★松くい虫防除のための予防剤樹幹注入（4,577万円）

61億3,773万円（一般会計 29億2,510万円）平成２５年度９月補正予算（案） （平成25年9月2日財政課）
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三保松原の保全と来訪者対策

①観光客受け入れのための環境整備

②松原の適正管理と健全な育成
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子育て環境の整備

①「静岡方式」の待機児童対策をパワーアップ
（待機児童解消加速化計画の策定 定員増391人→1,044人）

②子どもを安心して産み育てることができる
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スピード感を持った
さらなる防災対策の推進

①地震・津波による人的・物的被害の軽減

②災害時のさらなる安全確保

③台風や前線の影響による豪雨からの

被害の未然防止
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★レンタサイクルと連動した水上バス「ちゃり三保（さんぽ）号」
の運航延長（309万円）（再掲）
★三保地区の自転車走行空間ネットワーク整備計画の策定
（890万円）（再掲）

★青葉通り駐輪場活性化のための社会実験（1,500万円）

※事業費は四捨五入
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自転車による交流人口の拡大

①自転車の活用による三保半島の回遊性
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②まちなかの自転車環境の改善
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11億3,280万円

1億5,286万円

2,799万円（三保松原の環境整備の再掲を含む）

11億5,984万円


